










目的:Reye 症候群は、急性脳浮腫に肝及び諸臓器の脂肪変性を伴う原因不明の症候群であ

り(1)、その予後は不良であることが多い｡我々は、過去 10 年間に経験した Reye症候群及

び急性脳症の臨床的電気生理学的予後を検討したので、若干の考察を加えて報告する。 


